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　三菱電機ＩＴソリューションズは、
過去35年以上にわたり薬局向けシステ
ムの開発や販売を手がけてきた。同社
が提供する保険薬局向けシステム「調
剤Melphin/DUO」シリーズは、処方箋
受付から服薬指導まで保険薬局の業務
を幅広くカバー。さらにオプションシ
ステムの組み合わせによって、保険薬
局に特化したセミセルフ型も可能な
ＰＯＳシステムと連動する機能や、在
庫管理・経営管理といった経営面まで
トータルに支援する機能を備えている。
　昨今、多くの企業が業務効率化・生
産性向上、価値創造やビジネスモデル
の変革に向けてＤＸ（デジタルトラン
スフォーメーション）への取り組みを
行っている。
　保険薬局も例外ではなく、ＤＸ化の
波が押し寄せてきている。今回の新型
コロナウイルスの感染拡大をきっかけ
にして一気にオンライン化が進んでい
ることが一例だ。患者が自宅にいなが

らオンライン診療で医療機関を受診、
電子処方箋が任意の薬局に送信され、
オンライン服薬指導を受けるといった
流れが当たり前になる時代がすぐそこ
まできている。
　今回、同社の展示ブースでは「薬局
トランスフォーメーション～ＤＸ化で
目指す薬剤師・薬局の未来～」をテー
マに、急激な変化への対応を求められ
ている薬剤師・薬局を支援する様々な
機能を紹介する。
　例えば、電子薬歴システム「Melhis」
では、新たに開発した「服薬指導ガイ
ド」（SY-POS2）により、患者特記・
併用薬・処方内容・過去の薬歴といっ
た情報をもとに、薬剤師が指導・確認
すべき項目を自動的に抽出、提案す
る。提案内容は処方時期によっても変
わり、初回処方では服用の仕方、２回
目では副作用の有無の確認が提案され
るという。指導後は画面上で服薬指導
を行った項目にチェックを付けるだけ

で自動的に薬歴
が作成され、追
加の情報があれ
ばキーボードか
ら入力すること
も可能だ。
　しっかりした
服薬指導と薬歴
作成ができた上
で、業務を効率
化することをコ
ンセプトに製品
化されており、
電子薬歴作成業
務が効率化され
ることで、対人
業務への時間創出が実現され、かかり
つけ薬剤師・薬局の役割発揮に寄与す
るという。
　フォローアップ機能も充実してい
る。継続フォロー対象患者に対して
フォローアップ日程の自動作成が可能
だ。さらに、昨年業務提携を発表した
メドピアの「kakari」との連携により、
「kakari」を利用している患者に自動
的に服薬状況確認チャットを送信、患
者からの回答を自動で薬歴に記録でき
るようになり、薬剤師・薬局と患者の
円滑なコミュニケーションをサポート

する。
　そのほか、チェーン薬局向けに、在
庫管理／経営支援／薬歴共有といった
クラウド型本部システムでチェーン薬
局の管理業務もサポートする。各店舗
の処方箋入力を本部で代行する「入力
センターシステム」で店舗の事務作業、
事務要員の省力化も可能としている。
　薬局・薬剤師への期待の高まりと共
に薬局の業務領域は拡大の一途をた
どっているが、同社は製品やサービス
の提供を通して、薬局の変化をサポー
トしていく考えだ。

薬局トランスフォーメーション
三菱電機ＩＴソリューションズ

「調剤Melphin/DUO」

　京都府を中心に薬局を展開するゆう
薬局の子会社、C.Medicalが販売するア
プリ「コネクトレポート」は、現場の薬
剤師目線で使い勝手の良さにこだわっ
たクラウド型電子薬歴。在宅や薬局で
の患者対応など様々な場面の業務効率
化に役立つほか、本当に現場で必要と
される機能に絞り込み、低コストでの
導入や運用を実現している。さらに、
オンラインでの服薬指導や服薬後フォ
ローアップなどを支援する機能「コネ
クトオンライン」の開発も進めている。
　「コネクトレポート」は、レセコン
から患者情報や処方情報を吸い上げ、
クラウド上で電子薬歴として機能す
る。いつでもどこでも携帯端末のiPad
やノートパソコンで薬歴を閲覧できる。
　現場の薬剤師目線で使い勝手の良さ

にこだわったことが特徴だ。システム
に多数の機能を盛り込んでも、現場で
は十分に使われないことは多い。開発
に当たっては、誰もが使いこなせるよ
うに本当に必要とされる機能に絞り込
み、操作性も重視した。
　在宅訪問時にその場で報告書と薬歴
を一括で入力したり、撮影した写真を
共有する機能で患者の状態やオーダー
メイドの調剤を薬剤師間で引き継ぐな
ど、業務負担軽減に役立つ様々な機能
を搭載。医療機関からの情報提供書類
など紙の書類をクラウド上で保存し
ペーパーレス化を実現する機能や、カ
レンダー画面から訪問施設や患者情報
を確認できる機能もある。訪問する患
者の所在地を画面上の地図に表示する
など、現場からの要望を機能に反映さ

せた。
　開発中の「コネ
クトオンライン」
は、患者のスマー
トフォンなどにダ
ウンロードしても
らった専用アプリ
を通じ、ビデオ通
話や処方箋画像の
送受信のほか、服
薬期間中のフォロ
ーを行うもの。薬
剤師は、各種テン
プレートから質問
文を選択したり、自ら作成したりして、
患者に送信する。患者は画面上で、質
問に「はい」「いいえ」などで回答する。
それを受けて薬剤師は必要に応じて電
話をかけて詳しい状況を聞いたり、服
薬指導を行って患者をフォローする。
　画一的に質問を自動送信するシステ
ムでは、患者の個別性が十分に考慮さ
れず、返答率が低下する可能性がある。

薬剤師が個々の患者に応じた最適な質
問を投げかけられる仕組みを目指して
いる。
　「コネクトレポート」の初期導入費
用は大手ベンダーの10分の１程度。こ
のほか薬局の店舗数に応じて毎月の利
用料の支払いが必要になるが、利用端
末台数がどれだけ増えても利用料は一
定で変わらない。

C.Medical「コネクトレポート」

薬剤師目線の電子薬歴


